
			提出日：　　　　　年　　　月　　　日BCJシステムお客様フォルダ利用申込書



当社は、一般財団法人日本建築センターに申請する確認検査（昇降機）の事前審査について、日本建築センターが提供するシステム上のお客様フォルダを利用するにあたり、BCJシステムお客様フォルダ利用申込書を提出し、本申込書に記載した者を利用代行者として選任します。当該フォルダの利用にあたっては、BCJシステムお客様フォルダ利用規約を遵守させます。なお、本申込書の記載事項は事実に相違ありません。
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下表に、お客様フォルダを利用する方（利用代行者）の情報をご入力ください。
会社ごとにお客様フォルダを作成いたします。支社ごとのフォルダ作成をご希望の場合は、下表に支社名をご入力ください。
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BCJシステムお客様フォルダ利用規約















有すること、継続的に利用できること、不具合が生じないことその他システム利用者等の本システム利用に関する一切の事項につき、何ら保証しない。
２　BCJは、システム利用者が本システムを利用したことにより生じた、システム利用者自身の損害および第三者に与えた損害について、一切の責任を負わないものとする。ただし、BCJに故意がある場合はこの限りではない。
３　BCJは、第４条第４項、第５条、第１３条、第１６条ないし第１８条の定めによりシステム利用契約の申込みの不承諾、登録拒否、解除・抹消および本システムの内容変更、停止等並びに終了をした場合、本規約に定める事項のほか、一切の保証も行わず、また、これらに起因して生じた損害について一切の責任を負わないものとする。
４　BCJは、システム利用者が登録事項等の変更があったにもかかわらず変更の手続きを行わなかったことにより生じた損害等について、一切の責任を負わないものとする。

（本システムの内容の変更）
第１６条　BCJは、本規約の内容および本システムの内容を変更することができるものとする。
２　本システムの内容を変更する場合は、システム利用者に対し適切な予告期間を設け、あるいは緊急の場合は事後に、第３条に規定する方法で通知するものとする。
３　BCJが本規約を改定した場合、システム利用者は改定された本規約に従うものとする。

（本システムの停止等）
第１７条　BCJは、本システムに関するサーバー等の設備、施設、システムに関し、点検または保守作業を行う場合には、あらかじめBCJのホームページ上に掲載する方法により通知した上、本システムの全部または一部の提供を停止、休止または制限することができるものとする。ただし、緊急を要する場合はこの限りではない。
２　BCJは、次の各号に該当する場合、システム利用者に事前に通知することなく本システムの全部または一部の提供を停止、休止または制限することができるものとする。
（１）本システムに関するサーバー等の設備、施設、システムに関し、重大な障害その他やむを得ない理由が生じた場合
（２）火災、停電、地震等の天災および第三者による妨害行為等により本システムの提供ができない場合
（３）戦争、暴動、騒乱、労働争議などにより、本システムの運営ができない場合
（４）行政、裁判所等の命令、あるいは公権力の行使等によって、本システムの運営ができない場合
（５）その他、BCJが本システムの停止、休止または制限が必要と判断する場合 
３　本システムが障害またはその他の理由により利用できなくなった場合には、システム利用者は他の方法による手続きを行うこととし、このことを承知の上、本システムを利用することとする。 

（本システムの終了）
第１８条　BCJは、BCJの都合により本システムの全部または一部を終了することができるものとする。全部終了の場合、システム利用契約は解除されたものとする。この場合、BCJは登録を解除する。
２　本システムの全部または一部を終了する場合、BCJはシステム利用者に対し適切な予告期間を設けて、第３条に規定する方法で通知するものとする。

(権利帰属)
第１９条　本システムの実施環境を構成するすべてのプログラム、ソフトウェア、サービス、手続き、商標、商号等にかかる著作権、産業財産権、知的財産権その他一切の権利は、BCJまたはその他の正当な権利者に帰属しており、システム利用者に譲渡するものではなく、また、本規約に定める範囲を超えてシステム利用者に対し使用許諾するものではない。
２　本条の規定は、本システム利用の終了後も効力を有するものとする。

(秘密保持)
第２０条　システム利用者等およびBCJは、本システムの利用により知った両者の販売上、技術上またはその他の業務上の秘密を本システム利用のためにのみ使用するものとし、相手方の承諾なしに第三者に公表しまたは漏洩しないものとする。ただし、法令に基づく場合または裁判所、警察もしくは政府機関その他公的機関により正当に情報の開示を求められた場合は、この限りでない。
２　BCJは、システム運営にあたり収集したシステム利用者等の個人情報およびその他の情報を、BCJが別途定める規程に従って取り扱うものとする。
３　以下の各号の情報は本条の秘密に該当しないものとする。
（１）既に公知の情報およびシステム利用者またはBCJの責によらず公知となった情報
（２）本システムにより知る以前から保有していた情報
（３）本システムにより知った情報に依存せずに独自に開発・発見した情報
（４）正当な権利を有する第三者から秘密保持義務を負うことなく適法に入手した情報
４　本条の規定は、本システム利用の終了後も効力を有するものとする。

(紛争の解決)
第２１条　本システムに関連してシステム利用者等と第三者との間において生じた紛争等については、システム利用者が自己の責任によって解決するものとする。
２　本規約の条項に定めのない事項についてシステム利用者とBCJに紛争が生じた場合、双方誠意をもって協議し、円満に解決するものとする。
３　本規約に関する準拠法は、日本国法とする。
４　本システムに関連してシステム利用者とBCJに生じる紛争は、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
2023年10月31日策定
（システム利用者等の本システムの利用）
第９条　システム利用者等は、BCJの定める方法により、第４条第６項のIDおよびシステム利用者等が登録したパスワード（以下「ID等」という。）を用いて、本人であることの確認（以下「本人確認」という。）をすることで、本システムにアクセスし、本フォルダを利用することができる。
２　BCJは、ID等の確認をもって、本システムに登録されたシステム利用者等による利用であるものとみなし、本システムを利用させるものとする。
３　BCJは、システム利用者に対し、ID等による本人確認を経た上での本システムの利用によって生じる全ての問題につき、一切の責任を負わない。

（申請図書等の保存期間）
第１０条　システム利用者等がアップロードした電子データは、該当する案件の確認検査の手続きの完了を以て、システム利用者等が削除する。　
２　前項によらず、BCJはBCJが必要と判断した場合は、システム利用者等がアップロードした電子データを削除することができるものとする。

(システム利用者の責任)
第１１条　システム利用者は、ID等を自己の責任において管理および保管するものとし、システム利用者等の本システムの利用に一切の責任を負うものとする。

(禁止事項)
第１２条　システム利用者等は、以下の各号のいずれかに該当する行為をしてはならない。 
（１）本システムへの登録にあたり虚偽の登録事項を提出する行為
（２）法令に違反する行為またはそのおそれのある行為 
（３）本システムを確認申請の事前審査以外に使用する行為
（４）ID等を不正に使用するまたはシステム利用者等以外の者に利用させ、もしくは貸与、譲渡等をする行為
（５）本システムに不正にアクセスし、または不正に情報を取得、改ざんする行為 
（６）本システムの複製、改変、編集等や有害なコンピュータプログラム等による攻撃等を行う行為
（７）本システムを通じて有害なコンピュータプログラム等または公序良俗に反する内容等を他のシステム利用者等または第三者に閲覧・送信・提供する行為 
（８）他のシステム利用者等、第三者もしくはBCJの著作権、財産、プライバシーまたはその他の権利を侵害しまたは侵害するおそれのある一切の行為 
（９）他のシステム利用者等、第三者もしくはBCJに対し、誹謗中傷、悪用、ハラスメント、ストーカー行為、脅迫等を行い、その法的権利を侵害する行為  
（１０）本システムを通じて取得した情報等、ソフトウェア、商品もしくはシステムにつき、これを変更、複製、頒布、送信、表示、上映、発行、ライセンス化、それらに基づく二次的著作物の作成、移転または販売などをする行為
（１１）その他、BCJが本システムの運営を妨げるまたはそのおそれがあり不適切と判断する行為 

（登録の解除・抹消・システム利用契約の解除等）
第１３条　登録の解除を希望するシステム利用者が、BCJに登録解除の通知をし、当該通知がBCJに到達したときは、当該到達時点で、登録が解除されたものとする。 
２　BCJは、システム利用者等が最後の利用日から２年間、本システムを利用しない場合、当該システム利用者等に何らの通知をすることなく、最後の利用日の翌日から２年を経過した日をもって、当該システム利用者等の登録が解除されたものとみなすことができる。
３　BCJは、システム利用者等が第４条第４項各号の定めに該当するまたは第１２条の定めに違反したと判断した場合は、事前の通知をすることなく、直ちに当該システムの利用を停止、または登録を解除することができるものとする。
４　BCJは、システム利用者等が第４条第４項各号の定めに該当するまたは第１２条の定めに違反する恐れのある場合、その他本システムの適切な運用を阻害するおそれがあるとBCJが判断した場合は、システム利用者に対して一定の期間を定めてその是正を求めることができる。当該システム利用者がこの期間内に是正しない場合、BCJは当該システム利用者の利用を停止または登録を解除することができるものとする。
５　BCJは、登録が解除された後、当該解除に係るシステム利用者の登録データを抹消できるものとする。
６　第１項から第４項の定めにより登録が解除された場合、システム利用契約も解除されたものとする。

(損害賠償)
第１４条　システム利用者等が、本規約に違反してBCJに損害を与えた場合、システム利用者は、その損害を賠償する責任を負うものとする。ただし、システム利用契約および取引上の社会通念に照らして、システム利用者等の責めに帰することができない事由によるものであるときは、この限りでない。
２　システム利用者等が、本規約に違反して第三者に損害を与えた場合、または第三者からクレーム等の請求がなされた場合、システム利用者は、自己の責任でこれを解決し、BCJにいかなる負担もさせないものとする。
３　BCJが、システム利用者に対し、BCJの責めに帰すべき事由によって損害を生じさせた場合、BCJの行為と相当因果関係がある損害に限り、かつシステム利用者が該当する案件の電子申請を行なった料金を上限として責任を負うものとする。

（免責事項）
第１５条　BCJは、本システムがシステム利用者の特定の目的に適合すること、期待する機能・正確性・有用性を
(適用)
第1条　一般財団法人日本建築センター(以下「BCJ」という。)は、システム利用者とBCJとの間の権利義務関係を定めることを目的とし、以下の条項によりBCJシステムお客様フォルダ利用規約（以下「本規約」という。）を定める。本規約はシステム利用者とBCJの間の本システムに関する一切の関係に適用するものとする。

(定義)
第2条　本規約において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによるものとする。
（１）「本システム」とは、お客様フォルダ（以下「本フォルダ」という。）を利用するうえで提供されているサービスをいう。 
（２）「システム利用者」とは、本システムを利用する法人であって、BCJとの間で締結したBCJお客様フォルダ利用契約（以下「本契約」という。）に基づいて本システムを利用する者をいう。　
[bookmark: _Hlk99106677]（３）「利用代行者」とは、システム利用者が定め、BCJに届け出た個人で、本規約に基づき、システム利用者の履行補助者として、本システムを利用する権限を有する者をいう。

（通知）
第３条　本規約に基づく通知は、システム利用者および利用代行者（以下、「システム利用者等」という。）またはBCJが予め指定した電子メールアドレス宛に電子メールを送信する方法、本システム上での掲載・コメント通知、書面の郵送、電話、FAXの他、BCJが適当と判断する方法によることとする。
２　次の各号に掲げる通知は、それぞれ当該各号に定める時点に到達したものとみなす。
（１）BCJが行う通知　BCJが通知を発信または掲載した時点。　
（２）BCJが受領する通知　BCJが受領を確認した時点。

（システム利用契約の成立・登録）
第４条　本システムの利用を希望する者（以下「利用希望者」という。）が、BCJの定めるシステム利用申込書に一定の必要事項（以下「登録事項」という。）を記載し、これをBCJに通知することで、本システムの利用の申込を行い、BCJがその申込を承諾したときに、利用希望者とBCJとの間で、システム利用契約が成立するものとする。
２　利用希望者は、前項の申込の際、真実、正確かつ最新の情報をBCJに提供するものとし、利用希望者が必要かつ適切と認める者を利用代行者として定めることができる。
３　利用希望者は、BCJが第１項の申込を受領した時点で、本規約に同意したものとみなす。
４　BCJは、次の各号のいずれかの事由に該当する場合、第１項の申込を承諾しないものとする。
（１）BCJに提供された登録事項の全部または一部に虚偽、誤記、または記載漏れがあった場合。 
（２）過去に本規約に違反した者またはその関係者であるとBCJが判断した場合。　
（３）反社会的勢力等（暴力団、暴力団員、右翼団体、反社会的勢力、その他これに準ずる者を意味する）である場合　
（４）その他、BCJが利用を適当でないと判断した場合 
５　前項の場合、BCJは、利用希望者に対し、申込みを承諾しないことを通知するものとする。BCJは、承諾しない理由について、一切開示義務を負わない。
６　システム利用契約が成立した場合、BCJは、システム利用者等を本システムに登録し（以下「登録」という。）、その上で、システム利用者等に対してIDを通知し、本システムの利用にかかるパスワードの登録を依頼し、システム利用者等は、パスワードを登録するものとする。
７　システム利用者等が自らパスワード登録を行うことにより、システム利用者等として本システムを本規約に従い利用することができるものとする。

(登録の拒否)　
第５条　BCJは、システム利用者が、以下の各号のいずれかの事由に該当する場合は、登録および再登録を拒否することができ、その理由については一切開示義務を負わないものとする。 
（１）BCJに提供された登録事項の全部または一部に虚偽、誤記、または記載漏れがあった場合 
（２）過去に本規約に違反した者またはその関係者であるとBCJが判断した場合
（３）反社会的勢力等（暴力団、暴力団員、右翼団体、反社会的勢力、その他これに準ずる者を意味する）である場合
（４）その他、BCJが登録を適当でないと判断した場合

(再申込みにおける取扱い)　
第６条　BCJは、過去にシステム利用契約を締結していた者から第４条第１項の申込を受けた場合であっても、その者が本システムを利用していた当時のデータ等の復活ないし継続利用の保証はしないものとする。

（登録事項の変更）
第７条　システム利用者は、自己の登録事項または利用代行者に変更があった場合、BCJに対し、変更内容を直ちに通知するものとする。 

（システム利用者の設備等）
第８条 　システム利用者は､本システムを利用するために必要なすべての機器（ソフトウェアおよび通信手段に係るものを含む。）を自己の負担において準備するものとする。その際､必要な設定、手続および手続きを行う上で発生した事象への対応は、システム利用者が自己の責任と費用で行うものとする。 
２　システム利用者は、本システムの利用にあたり、自己の使用に係る機器について、善管注意をもって、セキュリティ対策をするものとする。 

